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代替的紛争解決に関する国際手続法上の基本問題

Ⅰ　

序
論

　

長
い
間
、
代
替
的
紛
争
解
決
―
―
い
わ
ゆ
る
裁
判
外
紛
争
手
続
ま

た
は
Ａ
Ｄ
Ｒ
に
属
す
る
―
―
は
、（
国
家
に
よ
る
裁
判
所
で
の
）
訴

訟
と
（
仲
裁
廷
で
の
）
仲
裁
と
の
間
で
目
立
た
な
い
存
在
で
あ
っ
た

［
訳
者
注
：
本
報
告
に
お
い
て
ハ
ウ
教
授
は
、
代
替
的
紛
争
解
決
な

い
し
Ａ
Ｄ
Ｒ
と
い
う
用
語
法
に
仲
裁
を
含
ま
せ
て
い
な
い
場
合
が
あ

る
］。
こ
の
こ
と
は
国
内
法
の
領
域
に
つ
い
て
い
え
る
が
、
し
か
し

ま
た
、
国
境
を
越
え
る
問
題
に
つ
い
て
も
同
様
に
妥
当
す
る
。
こ
こ

数
年
、
立
法
者
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ

て
き
た
。
要
す
る
に
、
立
法
者
は
、
こ
れ
ま
で
は
自
身
の
意
思
な
い

し
当
事
者
自
治
を
通
じ
て
築
き
上
げ
ら
れ
て
き
た
領
域
を
規
制
ま
た

は
〝
法
に
よ
っ
て
規
律
〟
し
よ
う
と
試
み
た
。
こ
の
規
律
は
、
一
方

で
は
、
信
頼
で
き
か
つ
公
正
な
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
法
的
枠
組
み
を
創
設
す
る

こ
と
で
あ
り
、
他
方
で
は
、
国
家
裁
判
所
で
の
訴
訟
を
当
事
者
が
思

い
と
ど
ま
る
よ
う
な
魅
力
を
備
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
強

化
に
よ
っ
て
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
紛
争
解
決
制
度
が
、
国
境
を
越

え
た
取
引
ま
た
は
電
子
的
取
引
に
お
け
る
企
業
お
よ
び
消
費
者
の
信

頼
を
更
に
獲
得
す
る
と
い
う
国
民
経
済
上
の
利
点
が
期
待
さ
れ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
立
法
者
は
、
国
家
財
政
上
の
理
由
か
ら
、
司
法
予
算
を

適
切
に
分
配
す
る
代
わ
り
に
、
市
民
に
対
し
て
裁
判
外
の
制
度
に
目

を
向
け
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
当
事
者
の
観

点
か
ら
す
る
と
、
と
く
に
費
用
の
点
に
お
い
て
、
裁
判
に
よ
る
救
済

代
替
的
紛
争
解
決
に
関
す
る
国
際
手
続
法
上
の
基
本
問
題

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ハ
ウ

芳　

賀　

雅　

顯
／
訳

資 料
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方
法
が
非
常
手
段
と
し
て
の
み
考
慮
さ
れ
る
こ
と
は
十
分
理
由
の
あ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
紛
争
が
生
じ
た
際
に
、
訴
訟
ま
た
は

仲
裁
を
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
手
続
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
解
決
が
、
質
ま
た
は
効
率
性
と
い
う
点
に
お
い
て
、
国
家

裁
判
所
ま
た
は
仲
裁
廷
に
よ
る
判
断
と
少
な
く
と
も
ほ
ぼ
匹
敵
す
る

よ
う
な
場
合
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
国
内
事
案
に
お
い
て
も
、

ま
た
渉
外
事
案
に
お
い
て
も
、
具
体
的
事
案
で
問
題
と
な
る
法
的
問

題
お
よ
び
事
実
問
題
に
つ
ね
に
左
右
さ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
訴
訟
お
よ
び
仲
裁
と
比
較
し
た
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
長
所

お
よ
び
短
所
は
、
以
下
で
は
詳
細
に
論
ず
る
こ
と
は
し
な
い
。
ま
た
、

同
様
に
本
稿
で
は
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
制
度
を
国
家
と
し
て
奨
励
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
伝
統
的
司
法
制
度
、
紛
争
処
理
に
関
す
る
文
化
、
さ
ら

に
は
法
制
度
全
体
が
衰
退
す
る
こ
と
を
危
惧
す
る
、
現
在
ド
イ
ツ
で

大
い
に
議
論
さ
れ
て
い
る
法
政
策
的
問
題
に
も
触
れ
な
い（（
（

。
む
し
ろ
、

本
稿
の
中
心
的
問
題
意
識
は
、
近
時
、
ド
イ
ツ
の
学
説
に
お
い
て
非

常
に
注
目
を
集
め
て
い
る
国
境
を
越
え
る
Ａ
Ｄ
Ｒ
手
続
の
実
施
に
関

す
る
国
際
的
な
法
問
題
だ
け
で
あ
る（（
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
ま
ず
、
関
連
す

る
法
源
を
紹
介
し
（
第
Ⅱ
章
）、
ま
た
、
専
門
用
語
に
つ
い
て
若
干

言
及
す
る
（
第
Ⅲ
章
（
（
（

）。
そ
の
後
で
、
重
要
な
基
本
問
題
に
つ
い
て

言
及
す
る
。
す
な
わ
ち
、
管
轄
の
問
題
（
第
Ⅳ
章
）、
準
拠
法
（
第

Ⅴ
章
）、
手
続
結
果
の
実
現
（
第
Ⅵ
章
）、
強
制
調
停
（die 

obligatorische Streitschlichtung

）（
第
Ⅶ
章
）、
国
際
的
協
調

（
第
Ⅷ
章
）
お
よ
び
Ａ
Ｄ
Ｒ
提
供
者
の
国
際
活
動
（
第
Ⅸ
章
）
で
あ

る
。
以
下
で
行
う
検
討
の
中
心
は
、
通
常
の
民
商
事
事
件
で
あ
り
、

家
族
法
や
相
続
法
上
の
議
論
と
い
っ
た
特
別
な
分
野
は
扱
わ
な
い
。

ま
た
、
本
稿
で
扱
わ
れ
た
視
点
は
、
比
較
法
的
概
観
を
含
む
も
の
で

は
な
く
、
む
し
ろ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
視
点
、
と
く
に
ド
イ
ツ
に
お
け
る

法
状
況
に
限
定
し
て
い
る
。

Ⅱ　

法
源

１
．
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法

 a）　

概
観

　

裁
判
外
の
紛
争
解
決
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
に
と
っ
て

は
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
日
の
リ
ス
ボ
ン
条
約
施
行
後
、
一
次
法

に
お
い
て
定
着
し
た
重
要
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
以
降
、
機

能
条
約
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
の
機
能
に
関
す
る
条
約
）
八
一
条
二
項

（
ｇ
）
は
、
Ｅ
Ｕ
固
有
の
規
律
目
的
と
し
て
、〝
紛
争
解
決
の
た
め
の

代
替
的
手
段
の
発
展
〟
を
強
調
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
司
法
協
力

の
範
囲
に
お
け
る
措
置
に
関
す
る
権
限
の
基
礎
は
、
機
能
条
約
八
一

条
一
項
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
、〝
渉
外
民
事
事
件
〟
だ
け

を
カ
バ
ー
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
二
次
法
レ
ベ
ル
で
Ａ
Ｄ
Ｒ
に
関
す
る
最
初

の
動
き
は
、
比
較
的
古
い
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
言
及
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
二
つ
の
拘
束
力
の
な
い
法
制
度
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
消
費
者
紛
争
の
裁
判
外
解
決
に
関
す
る
機
関
の
基
本
原
則
に
関

す
る
一
九
九
八
年
三
月
三
〇
日
の
勧
告
（98/257/EG

（
（
（

）、
お
よ
び
、

消
費
者
紛
争
の
合
意
に
基
づ
く
解
決
に
関
与
す
る
裁
判
外
機
関
の
基

本
原
則
に
関
す
る
二
〇
〇
一
年
四
月
四
日
の
勧
告
（2001/310/

EG

）
で
あ
る（（
（

。
こ
れ
ら
に
引
き
続
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
は
、

二
〇
〇
二
年
四
月
一
九
日
に
民
商
事
法
に
お
け
る
代
替
的
紛
争
解
決

に
関
す
る
グ
リ
ー
ン
・
ブ
ッ
ク
を
提
出
し
た（（
（

。
そ
の
際
、
一
方
で
は
、

裁
判
外
紛
争
解
決
の
柔
軟
性
と
質
を
確
保
し
、
ま
た
他
方
で
は
、
伝

統
的
な
裁
判
手
続
と
の
接
合
の
双
方
を
確
保
す
る
方
法
を
探
す
こ
と

が
、
審
議
の
過
程
で
は
問
題
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委

員
会
は
、
二
〇
〇
四
年
七
月
二
日
に
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
行
動

規
範
を
公
に
し
た（（
（

。
こ
の
行
動
規
範
は
、
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
の
権
限

お
よ
び
選
任
、
そ
の
中
立
性
お
よ
び
独
立
性
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
合
意
に
関
す
る
準
則
、
手
続
、
手
続
の
終
了
、
費
用
な
ら
び
に
機

密
性
を
扱
う
も
の
で
あ
っ
た
。［
後
述
の
］
二
〇
〇
八
年
お
よ
び
二

〇
一
三
年
の
二
つ
の
指
令
を
通
じ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
Ａ
Ｄ
Ｒ
法
は
、

よ
り
詳
細
に
形
成
さ
れ
た
。

 b）　

メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
令

　

民
商
事
事
件
に
お
け
る
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
定
の
側
面
に
関

す
る
二
〇
〇
八
年
五
月
二
一
日
の
指
令
（2008/52/EG

）
は（（
（

、
経

済
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
領
域
に
お
け
る
質
の
確
保
と
機
密
の
保
護

を
目
的
と
し
て
い
る
。
さ
ら
な
る
関
心
は
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
方
法
で
達
せ
ら
れ
た
合
意
の
執
行
を
確
実
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
令
は
、
二
〇
一
一
年
五
月
二
一
日
ま
で
に
、

各
国
の
国
内
法
に
置
き
換
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ド
イ

ツ
で
は
、
こ
の
期
限
に
遅
れ
て
、
二
〇
一
二
年
七
月
二
一
日
の
メ

デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
裁
判
外
紛
争
解
決
に
関
す
る
他
の
手
続
の

促
進
に
関
す
る
法
律
に
よ
っ
て（（
（

、
よ
う
や
く
置
き
換
え
ら
れ
た
。
そ

の
法
律
一
条
に
よ
っ
て
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
法
（M

ediationsG

）

が
創
設
さ
れ
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
委
員
会
の
当
初
の
計
画
と
は
異
な
り（（（
（

、
メ
デ
ィ
エ
ー

シ
ョ
ン
指
令
の
適
用
範
囲
は
、
渉
外
的
紛
争
だ
け
に
明
示
的
に
限
定

さ
れ
た
。
二
条
で
は
、
そ
の
意
図
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

主
と
し
て
、
両
当
事
者
が
そ
の
住
所
ま
た
は
常
居
所
を
異
な
っ
た
構

成
国
に
有
す
る
場
合
を
問
題
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
メ
デ
ィ
エ
ー

シ
ョ
ン
指
令
に
関
す
る
検
討
理
由
八
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

に
よ
る
と
、
各
構
成
国
は
指
令
の
準
則
を
国
内
事
案
に
も
及
ぼ
す
こ

と
が
で
き
る
。
ド
イ
ツ
の
立
法
者
は
、
こ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
メ
デ
ィ
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エ
ー
シ
ョ
ン
法
に
つ
い
て
行
使
し
た
た
め
、
こ
の
法
律
は
渉
外
事
件

だ
け
で
な
く
純
粋
な
国
内
事
案
に
つ
い
て
も
同
様
に
適
用
さ
れ
る（（（
（

。

 c）　

Ａ
Ｄ
Ｒ
指
令

　

Ａ
Ｄ
Ｒ
の
領
域
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
活
動
に
つ
い
て
、
現

時
点
で
頂
点
に
位
置
す
る
の
は
、
消
費
者
事
件
に
お
け
る
代
替
的
紛

争
解
決
に
関
す
る
二
〇
一
三
年
五
月
二
一
日
の
指
令
（2013/11/

EU
. A

D
R

指
令
）
で
あ
る（（（
（

。
こ
の
指
令
は
、
同
日
公
布
の
消
費
者

事
件
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
紛
争
解
決
に
関
す
る
規
則

（N
r. 524/2013. O

D
R

規
則
）
に
よ
っ
て
補
充
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
消

費
者
は
、
企
業
に
対
す
る
苦
情
を
、
独
立
し
た
、
公
平
な
、
透
明
性

の
あ
る
、
効
率
的
な
、
迅
速
か
つ
公
正
な
代
替
的
紛
争
解
決
手
続
を

提
供
す
る
部
門
に
自
由
に
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
点
が
、
本
質
的

に
重
視
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
名
称
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
指
令
お
よ
び
Ｏ
Ｄ
Ｒ

規
則
は
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
令
と
異
な
り
、
民
商
事
事
件
全
般

に
つ
い
て
で
は
な
く
消
費
者
紛
争
に
つ
い
て
だ
け
適
用
さ
れ
、
ま
た
、

こ
こ
で
の
消
費
者
紛
争
と
は
、
売
買
契
約
ま
た
は
役
務
提
供
契
約
か

ら
生
じ
た
契
約
上
の
義
務
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
も
の
に
限
ら
れ
る

（
Ａ
Ｄ
Ｒ
指
令
二
条
お
よ
び
四
条
に
詳
細
に
定
義
付
け
ら
れ
て
い
る
）。

そ
れ
ゆ
え
、
企
業
間
紛
争
は
人
的
適
用
範
囲
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
理
由
か
ら
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
指
令
は
、
機
能
条
約
八
一
条
で
は
な

く
機
能
条
約
一
六
九
条
お
よ
び
一
一
四
条
に
根
拠
を
有
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
、
Ｅ
Ｕ
は
純
粋
な
国
内
事
案
に
つ
い
て
も
法

規
範
の
設
定
を
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
Ａ

Ｄ
Ｒ
指
令
は
、
ま
た
も
や
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
令
と
は
異
な
り
、

渉
外
事
件
と
国
内
事
件
の
双
方
を
同
じ
よ
う
に
カ
バ
ー
し
て
い
る

（
Ａ
Ｄ
Ｒ
指
令
四
条
一
項
（
ｅ
）（
ｆ
））。
も
っ
と
も
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
指
令

二
条
一
項
は
、
消
費
者
も
事
業
者
も
Ｅ
Ｕ
域
内
に
所
在
し
て
い
る
場

合
に
の
み
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

Ａ
Ｄ
Ｒ
指
令
は
、
二
〇
一
五
年
七
月
九
日
ま
で
に
置
き
換
え
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
は
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
指

令
の
場
合
と
同
様
に
、
さ
ら
に
時
間
を
必
要
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、

消
費
者
紛
争
の
代
替
的
紛
争
解
決
に
関
す
る
指
令
の
置
換
え
に
関
す

る
ド
イ
ツ
の
立
法
、
お
よ
び
消
費
者
紛
争
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
紛

争
解
決
に
つ
い
て
の
規
則
の
実
施
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
立
法
は
、
時

間
を
要
す
る
立
法
手
続
を
経
た
の
ち
に
、
二
〇
一
六
年
二
月
一
九
日

に
よ
う
や
く
成
立
し
た（（（
（

。
こ
の
置
換
え
立
法
の
核
心
部
分
は
、
消
費

者
事
件
の
代
替
的
紛
争
解
決
に
関
す
る
法
律
（
略
し
て
、
消
費
者
紛

争
解
決
法
ま
た
は
Ｖ
Ｓ
Ｂ
Ｇ
）
一
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
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２
．
ド
イ
ツ
法

　

Ｅ
Ｕ
指
令
の
置
換
え
に
関
し
て
言
及
し
た
こ
れ
ら
の
二
つ
の
関
連

す
る
法
律
（
す
な
わ
ち
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
法
お
よ
び
消
費
者
紛

争
解
決
法
）
を
除
く
と
、
ド
イ
ツ
固
有
法
で
は
、
代
替
的
紛
争
解
決

の
渉
外
的
局
面
を
特
別
に
定
め
て
い
る
規
定
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し

か
し
、
そ
れ
で
も
民
事
訴
訟
法
施
行
法
一
五
ａ
条
は
、
言
及
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
自
由
条
項
（Ö

ffnungsklausel

）
に
基

づ
き
、
各
州
は
一
定
の
要
件
下
で
、
合
意
に
よ
り
和
解
所

（Gütestelle

）
で
紛
争
解
決
を
試
み
た
後
に
提
起
し
た
訴
え
だ
け
が

適
法
で
あ
る
、
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
規
定
は
、
両
当

事
者
が
同
一
州
に
住
所
、
本
拠
ま
た
は
営
業
所
を
有
し
て
い
る
場
合

に
の
み
、
訴
訟
前
手
続
を
定
め
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
（
民
事
訴
訟
法
施
行
法
一
五
ａ
条
二
項
二
文
）、
注
目
に
値

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
少
な
く
と
も
両
当
事
者

の
う
ち
の
一
方
が
外
国
に
所
在
し
て
い
る
場
合
に
は
、
ド
イ
ツ
立
法

者
の
立
場
か
ら
は
、
訴
訟
前
手
続
は
常
に
問
題
に
は
な
ら
な
い
と
の

反
対
解
釈
が
導
か
れ
る
。

３
．
補
論
：
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｌ
の
活
動

　

Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｌ
、
す
な
わ
ち
、
国
連
国
際
商
取
引
法
委
員
会

の
活
動
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
周
知
の
よ
う
に
、
国
際
連
合
は
、
一

九
五
八
年
六
月
一
〇
日
の
外
国
仲
裁
判
断
の
承
認
お
よ
び
執
行
に
関

す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
に
よ
っ
て
、
国
際
商
事
仲
裁
に
関
す
る
世

界
的
に
重
要
な
条
約
を
制
定
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
条
約
は
、
一
五

六
の
加
盟
国
を
有
し
、
そ
れ
に
は
ド
イ
ツ
と
日
本
も
含
ま
れ
る
（
双

方
と
も
一
九
六
一
年
以
降
）。
こ
れ
に
引
き
続
き
、
一
九
六
六
年
に

設
立
さ
れ
た
国
連
国
際
商
取
引
法
委
員
会
は
、
一
九
八
五
年
六
月
二

一
日
の
国
際
商
事
仲
裁
に
関
す
る
モ
デ
ル
法
に
よ
っ
て
、
国
際
商
事

仲
裁
の
領
域
に
お
い
て
さ
ら
に
大
き
な
成
功
を
収
め
た
。
こ
の
モ
デ

ル
法
は
、
二
〇
〇
六
年
に
改
正
さ
れ
た
が
、
す
で
に
七
〇
を
超
え
る

国
が
採
択
し
、
そ
の
中
に
は
ド
イ
ツ
（
一
九
九
八
年
）、
日
本
（
二

〇
〇
三
年
）
が
あ
る
。

　

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｌ

は
数
十
年
来
国
際
的
な
商
事
調
停
（H

andelsschlichtung

）
の
発

展
に
も
努
力
し
て
い
る（（（
（

。
こ
れ
は
、
と
く
に
、
渉
外
的
な
経
済
法
上

の
紛
争
に
つ
い
て
、
実
務
上
頻
繁
に
代
替
的
紛
争
解
決
制
度
が
利
用

さ
れ
る
魅
力
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
が
関
係
す
る
。
そ
こ
か
ら
、

こ
れ
ま
で
、
一
方
で
は
、
一
九
八
〇
年
七
月
二
三
日
の
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｔ

Ｒ
Ａ
Ｌ
調
停
規
則
（Conciliation Rules

）、
他
方
で
は
、
二
〇
〇

二
年
六
月
二
四
日
の
国
際
商
事
調
停
に
関
す
る
モ
デ
ル
法
（M

odel 
Law

 on International Com
m

ercial Conciliation

）
が
生
じ
た
。

こ
れ
ら
二
つ
の
法
制
度
は
、
た
し
か
に
成
功
と
称
え
ら
れ
る
運
命
に
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あ
っ
た
が
、
こ
の
成
功
の
裏
に
は
仲
裁
制
度
の
成
功
が
あ
っ
た
。
こ

の
モ
デ
ル
法
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｌ
に
よ
っ
て
公
表
さ
れ
た
後
で

一
六
か
国
の
立
法
に
影
響
を
与
え
た
（
Ｅ
Ｕ
諸
国
で
は
、
ベ
ル
ギ
ー
、

フ
ラ
ン
ス
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
お
よ
び
ス
ロ
ベ
ニ

ア
）
が
、
ド
イ
ツ
に
は
影
響
を
与
え
ず
、
そ
し
て
―
―
分
か
る
範
囲

で
は
―
―
日
本
に
も
影
響
を
与
え
て
い
な
い
。
同
様
に
、
国
境
を
越

え
る
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
分
野
に
お
い
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｌ
に
よ
る
別
の

活
動
に
注
目
す
る
こ
と
は
有
用
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
と
く
に
、

調
停
結
果
の
国
境
を
越
え
た
実
現
を
改
善
す
る
た
め
の
現
在
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
妥
当
す
る
。
す
な
わ
ち
、〝
国
際
商
事
調
停
：

調
停
に
基
づ
く
国
際
商
事
和
解
の
合
意
の
執
行
に
関
す
る
制
度
の
準

備
〟
と
い
う
テ
ー
マ
に
関
す
る
二
〇
一
六
年
六
月
三
〇
日
の
活
動
報

告
書
が
、
現
在
、
活
発
に
議
論
さ
れ
て
い
る（（（
（

。

Ⅲ　

専
門
用
語

　

残
念
な
が
ら
、
代
替
的
紛
争
解
決
の
領
域
に
お
け
る
専
門
用
語
は

統
一
性
を
欠
い
た
ま
ま
用
い
ら
れ
、
混
乱
が
生
じ
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
を
適
用
す
る
者
、
ま
た
、
と
く
に
外
国
の

観
察
者
に
概
観
を
提
供
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
る
。
専
門
用
語

の
不
統
一
が
生
じ
る
の
は
、
一
面
で
は
、
関
連
す
る
立
法
行
為
が
異

な
っ
た
適
用
範
囲
を
も
と
に
し
て
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
生
じ
、
他

面
で
は
、
残
念
な
が
ら
立
法
者
が
統
一
性
の
あ
る
概
念
を
通
じ
て
法

適
用
を
容
易
に
す
る
努
力
を
怠
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
、

ま
た
、
学
術
文
献
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
統
一
的
な
専
門
用
語
を

用
い
る
こ
と
に
向
け
て
意
思
疎
通
を
図
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

せ
め
て
大
ま
か
な
方
向
付
け
を
す
る
な
ら
ば
、
狭
義
と
広
義
で
代

替
的
紛
争
解
決
を
区
別
す
る
提
案
が
可
能
で
あ
る
。
狭
義
で
は
、
代

替
的
紛
争
解
決
は
、
国
家
裁
判
所
で
は
な
く
、
仲
裁
人
、
調
停
人
ま

た
は
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
の
面
前
で
実
施
さ
れ
る
討
論
を
指
す
も
の
と

要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
グ
ル
ー
プ
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
混
合
形
態
が
見
ら
れ
る
が
、
つ
ぎ

の
点
で
相
互
に
区
別
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
仲
裁
人

は
、
両
当
事
者
を
拘
束
す
る
仲
裁
判
断
を
下
す
の
に
対
し
て
、
調
停

人
は
拘
束
力
の
な
い
提
案
（
調
停
案
）
を
行
う
に
過
ぎ
な
い
し
、
ま

た
、
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
は
結
論
を
一
切
提
示
す
る
こ
と
な
く
、
両
当

事
者
を
し
て
自
ら
解
決
を
も
た
ら
す
よ
う
に
導
く
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
広
義
で
は
、
代
替
的
紛
争
解
決
は
、
国
家
裁
判
所

に
よ
る
争
訟
的
判
断
と
は
異
な
る
紛
争
解
決
可
能
性
す
べ
て
を
含
む
。

そ
う
す
る
と
、
―
―
上
述
の
、
純
粋
な
裁
判
外
紛
争
解
決
の
可
能
性

の
ほ
か
に
―
―
す
で
に
民
事
訴
訟
が
開
始
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
、

合
意
に
よ
っ
て
判
決
に
よ
ら
ず
に
終
了
し
た
場
合
、
す
な
わ
ち
、
管
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轄
裁
判
所
で
の
和
解
（
参
照
、
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
で
は
民
事
訴
訟
法

二
七
八
条
一
項
）、
和
解
裁
判
官
（Güterichter

）
に
よ
る
和
解

（
民
事
訴
訟
法
二
七
八
条
五
項
）、
ま
た
は
、
裁
判
官
の
提
案
に
基
づ

い
て
な
さ
れ
る
裁
判
外
の
紛
争
解
決
で
の
和
解
（
民
事
訴
訟
法
二
七

八
ａ
条
）
に
よ
る
訴
訟
の
終
了
も
含
ま
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
有
意
義
な
概
念
形
成
に
向
け
た
試
み
は
、
関
係
す
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
立
法
行
為
で
は
残
念
な
が
ら
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ

た
し
、
ま
た
、
各
国
が
［
指
令
を
］
国
内
法
に
置
き
換
え
る
に
際
し

て
異
な
っ
た
規
律
を
し
た
た
め
混
乱
に
拍
車
が
か
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
令
は
、
三
条
（
ａ
）
に
よ
り
、
名
称
の
如
何

に
関
係
な
く
、
二
名
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
争
訟
的
な
当
事
者
が
メ

デ
ィ
エ
ー
タ
ー
の
助
け
を
借
り
て
、
自
由
意
思
に
基
づ
い
て
紛
争
解

決
の
合
意
に
至
る
こ
と
を
試
み
る
構
造
的
手
続
（jedes 

struktierte V
erfahren

）
を
す
べ
て
含
む
と
し
た
。
そ
の
よ
う
な

手
続
は
、
両
当
事
者
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
、
あ
る
い
は
裁
判
所
に

よ
っ
て
提
案
も
し
く
は
命
じ
ら
れ
、
ま
た
は
各
構
成
国
法
に
規
定
さ

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
当
該
事
件
の
裁
判
手
続
を
担
当
し

て
い
な
い
裁
判
官
に
よ
る
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
含
ま
れ
る
。
し
か

し
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
令
検
討
理
由
一
一
が
明
ら
か
に
し
て
い

る
よ
う
に
、
当
初
か
ら
、
法
的
拘
束
力
の
あ
る
、
な
し
―
―
た
と
え

ば
、
調
停
―
―
に
関
係
な
く
、
紛
争
解
決
に
向
け
た
手
続
上
の
勧
試

が
認
め
ら
れ
て
い
る
手
続
は
す
べ
て
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
令
の

対
象
か
ら
除
外
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
指
令
の
適
用
範
囲
は
、
明
ら
か
に
踏
み

込
ん
で
調
整
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
指
令
は
、
原
則
と

し
て
、
裁
判
外
紛
争
解
決
全
般
を
包
含
し
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
以

外
に
も
調
停
、
さ
ら
に
は
仲
裁
と
同
様
に
拘
束
力
の
あ
る
解
決
を
も

た
ら
す
場
合
も
含
む
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（
参
照
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
指
令

二
条
四
項
（
（（
（

）。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
の
置
換
立
法
に
つ
い
て
は
、
消
費

者
紛
争
解
決
法
が
一
貫
し
て
〝
調
停
所
（Schlichtungsstelle

）〟

と
述
べ
て
お
り
、
そ
の
際
に
、〝
調
停
（Schlichtung

）〟
は
本
来

の
意
味
で
は
な
く
、
上
位
概
念
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注

意
を
要
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
調
停
所
が
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
限

定
し
て
い
る
の
か
（
消
費
者
紛
争
解
決
法
一
八
条
）、
ま
た
は
調
停

案
を
提
出
す
る
の
か
（
消
費
者
紛
争
解
決
法
一
九
条
）
と
い
う
よ
う

に
、
法
律
が
複
数
の
規
定
で
異
な
っ
て
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て

と
れ
る
。

Ⅳ　

管
轄
法
上
の
側
面

　

国
際
的
審
理
管
轄
［
訳
者
注
：
直
接
的
一
般
的
国
際
裁
判
管
轄
の

こ
と
］
の
規
定
は
、
国
際
民
事
手
続
法
の
中
心
テ
ー
マ
で
あ
る
。
代
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替
的
紛
争
解
決
の
領
域
に
お
い
て
は
、
も
ち
ろ
ん
、
関
連
す
る
法
源

だ
け
で
な
く
利
益
状
況
に
か
ん
が
み
て
特
殊
な
事
情
が
あ
る
。

１
．
法
源

　

国
際
的
審
理
管
轄
の
及
ぶ
範
囲
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
法
的
交
流
に

お
い
て
は
、
こ
ん
に
ち
、
ま
ず
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
Ⅰ
ａ
）
規
則
、

す
な
わ
ち
、
民
商
事
事
件
に
お
け
る
国
際
裁
判
管
轄
お
よ
び
裁
判
の

承
認
執
行
に
関
す
る
二
〇
一
二
年
一
二
月
一
二
日
の
規
則
（N

r. 
1215/2012

）
に
よ
り
定
ま
る（（（
（

。
場
所
的
・
人
的
観
点
か
ら
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
（
Ⅰ
ａ
）
規
則
を
適
用
し
え
な
い
場
合
に
限
り
、
と
く

に
、
被
告
が
Ｅ
Ｕ
域
外
に
住
所
を
有
す
る
場
合
に
は
、
六
条
に
基
づ

き
各
構
成
国
の
管
轄
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
。

　

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
Ⅰ
ａ
）
規
則
は
、
一
条
二
項
（
ａ
）
に
お
い
て

明
示
的
に
〝
仲
裁
〟
を
そ
の
事
項
的
適
用
範
囲
か
ら
除
外
し
て
い
る

（
詳
細
は
、
検
討
理
由
一
二
）。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
他
の
Ａ

Ｄ
Ｒ
の
制
度
、
つ
ま
り
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
調
停
が
、
規
制
の
適

用
範
囲
に
含
ま
れ
る
と
す
る
反
対
解
釈
が
導
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
手
続
は
す
べ
て
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
Ⅰ
ａ
）
規
則

の
う
ち
少
な
く
と
も
管
轄
ル
ー
ル
の
適
用
範
囲
か
ら
除
外
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
一
致
を
見
て
い
る（（（
（

。
こ
の
こ
と
は
、
規
則
の
名
称

（〝
裁
判
管
轄
に
関
す
る
〟）
や
、〝
裁
判
権
〟、〝
裁
判
所
〟
お
よ
び

〝
訴
え
〟
と
い
う
名
称
が
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
Ⅰ
ａ
）
規
則
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
積
極
的
な
管
轄
の
抵
触
に
関
し
て
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
Ⅰ
ａ
）
規

則
で
定
め
ら
れ
た
規
定
が
Ａ
Ｄ
Ｒ
と
民
事
訴
訟
法
と
の
関
係
に
つ
い

て
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る（（（
（

。
そ
れ
ゆ
え
、
国
家
裁
判
所
で
訴
え

を
提
起
し
た
場
合
に
、
同
一
事
件
に
つ
い
て
す
で
に
他
の
構
成
国
で

Ａ
Ｄ
Ｒ
手
続
が
開
始
し
て
い
た
と
し
て
も
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
Ⅰ

ａ
）
規
則
二
九
条
以
下
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
［
訳
者
注
：
訴
訟

競
合
の
問
題
と
は
な
ら
な
い
］。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
、
各
国
の
裁

判
所
が
ど
の
よ
う
な
反
応
を
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
、
む
し
ろ
、

各
々
の
法
廷
地
法
（lex fori

）
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い（（（
（

。

　

も
ち
ろ
ん
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
Ⅰ
ａ
）
規
則
二
条
（
ｂ
）
に
い
う

訴
訟
上
の
和
解
の
成
立
（
た
と
え
ば
、
調
書
ま
た
は
決
定
に
よ
っ

て
）
に
つ
い
て
、
国
家
裁
判
所
の
協
力
を
求
め
る
と
い
っ
た
特
殊
性

が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
裁
判
所
の
国
際
裁
判
管

轄
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
Ⅰ
ａ
）
規
則
四
条
以
下
の
基
準
に
よ
る
こ
と

が
必
要
な
の
か
否
か
議
論
が
あ
る（（（
（

。
も
っ
と
も
、
こ
の
問
題
は
実
務

上
、
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
被
告
が
和
解
手
続

に
関
与
す
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
Ⅰ
ａ
）
規
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則
二
六
条
に
い
う
、
管
轄
を
基
礎
付
け
る
応
訴
と
み
な
す
こ
と
が
で

き
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
正
当
に
も
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
Ⅰ
ａ
）

規
則
二
四
条
、
二
六
条
一
項
二
文
お
よ
び
二
七
条
か
ら
は
、
あ
る
事

件
に
つ
い
て
、
あ
る
構
成
国
裁
判
所
が
専
属
的
に
管
轄
を
有
す
る
場

合
に
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
他
の
締
約
国
裁

判
所
は
、
職
権
で
無
管
轄
を
宣
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、

訴
訟
上
の
和
解
に
関
与
で
き
な
い
こ
と
が
導
き
出
さ
れ
る
と
さ
れ
る
。

２
．
管
轄
の
利
益

 a）　

基
礎

　

代
替
的
紛
争
解
決
の
領
域
に
お
け
る
国
際
的
審
理
管
轄
に
関
す
る

一
般
ル
ー
ル
は
基
本
的
に
明
確
で
は
な
い
と
の
こ
れ
ま
で
の
所
見
は
、

さ
し
あ
た
り
は
、
そ
れ
以
上
は
憂
慮
す
べ
き
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
む
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
基
本
理
念
、
す

な
わ
ち
、
民
事
紛
争
の
両
当
事
者
が
、
ど
の
よ
う
な
手
段
で
、
ま
た

ど
の
国
で
紛
争
を
合
意
に
よ
り
解
決
す
る
の
か
を
、
私
的
自
治
に
基

づ
い
て
解
決
で
き
る
と
す
る
基
本
理
念
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
に
考
え
る
と
、
国
家
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
管
轄
ル
ー
ル
は

ま
っ
た
く
必
要
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
は
、
両
当
事
者
が
少

な
く
と
も
同
程
度
の
交
渉
力
を
有
し
て
い
る
場
合
に
の
み
妥
当
す
る
。

そ
う
で
な
い
場
合
、
と
く
に
消
費
者
と
事
業
者
、
ま
た
は
著
し
く
格

差
の
あ
る
事
業
者
間
の
紛
争
の
場
合
に
は
、
法
的
準
則
を
設
け
る
こ

と
は
是
が
非
で
も
必
要
で
あ
る
。
以
下
で
は
二
つ
に
分
け
て
こ
の
こ

と
を
述
べ
る
。

 b）　

契
約
に
よ
る
請
求
の
放
棄

　

た
い
て
い
の
場
合
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
に
は
任
意
性
と
自
己
責
任
が
結
び
付

け
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
の
は
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
は
自
由

を
制
限
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、（
仮
定

的
）
合
意
に
よ
る
紛
争
解
決
を
取
り
止
め
て
、
そ
の
代
わ
り
に
裁
判

所
に
申
立
て
て
訴
訟
に
基
づ
き
判
決
を
成
立
さ
せ
る
権
利
を
も
制
限

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
［
訴
え
提
起
の
］
自
由
は
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
の

合
意
と
結
び
付
い
た
請
求
の
放
棄
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
。
こ
の
請

求
の
放
棄
は
、
紛
争
が
す
で
に
生
じ
て
い
る
場
合
に
、
両
当
事
者
の

合
意
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、
通
常
、
請
求
の
放
棄
は
、
交

渉
力
の
よ
り
強
い
当
事
者
の
普
通
取
引
約
款
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て

い
る
。
た
と
え
ば
、
典
型
的
な
条
項
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、〝
契
約
当
事
者
双
方
は
、
ま
ず
、
相
互
に
紛
争
を
、
商

工
会
議
所
を
通
じ
て
指
定
さ
れ
た
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
裁
判

外
で
解
決
す
る
義
務
を
負
う
。
通
常
裁
判
所
へ
の
申
立
て
は
、
メ

デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
不
調
に
終
わ
っ
た
場
合
に
の
み
適
法
と
な
る
。

そ
の
場
合
、
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
は
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
不
調
に
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終
わ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（（
（

〟
と
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
は
、
そ
の
よ
う
な
条
項
に
つ
い
て
統
一
的
な
制
限

を
設
け
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
国
法
に
委
ね
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
令
五
条
二
項
お
よ
び
Ａ

Ｄ
Ｒ
指
令
一
条
二
文
に
よ
っ
て
も
、
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
裁
判

所
の
判
例
に
よ
っ
て
も
、
裏
付
け
ら
れ
る（（（
（

。
し
た
が
っ
て
、
ど
の
よ

う
な
要
件
が
あ
れ
ば
Ａ
Ｄ
Ｒ
手
続
の
た
め
に
合
意
さ
れ
た
請
求
の
放

棄
が
拘
束
力
を
有
す
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
受
訴
裁
判
所
の
法
廷

地
法
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る（（（
（

。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
法
は
、

消
費
者
事
件
に
つ
い
て
最
近
、
非
常
に
厳
格
な
基
準
を
設
け
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
二
〇
一
六
年
に
（
消
費
者
紛
争
解
決
法
と
と
も
に
）
よ

う
や
く
設
け
ら
れ
た
民
法
三
〇
九
条
一
四
号
は
、〝
普
通
取
引
約
款

に
よ
る
と
、
契
約
の
相
手
方
当
事
者
が
自
ら
の
請
求
権
を
約
款
利
用

者
に
対
し
て
裁
判
上
主
張
す
る
こ
と
が
、
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
で

の
話
し
合
い
に
よ
る
合
意
を
試
み
た
後
に
の
み
許
さ
れ
る
と
し
た
場

合
〟
に
は
、
そ
の
普
通
取
引
約
款
を
無
効
（unw

irksam
）
と
し

た
（
（（
（

。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
そ
の
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
法
秩
序

は
こ
れ
よ
り
も
緩
や
か
で
あ
り
、
ま
た
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
双

方
向
的
な
企
業
間
取
引
で
は
従
前
と
同
様
に
、
請
求
の
放
棄
が
一
時

的
（
延
期
的
：dilatorisch

）
な
も
の
に
過
ぎ
ず
、
確
定
的
（
失
権

的
：perem

ptorisch

）
で
な
い
場
合
は
、
適
法
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
契
約
に
よ
っ
て
請
求
の
放
棄
が
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
る

と
し
て
も
、
契
約
条
項
が
国
家
裁
判
所
へ
の
申
立
て
を
禁
止
す
る
だ

け
で
な
く
、
外
国
で
実
施
さ
れ
る
Ａ
Ｄ
Ｒ
に
よ
る
こ
と
を
指
定
し
て

い
る
場
合
に
問
題
が
生
ず
る
。
そ
の
よ
う
な
契
約
条
項
の
作
成
に
は

疑
問
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
の
条
項
は
、
司
法
保
護
請
求
権
お

よ
び
権
利
保
護
を
求
め
て
い
る
当
事
者
の
管
轄
の
利
益
を
著
し
く
侵

害
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
よ
う
な
条
項
の
有
効

性
を
法
的
に
判
断
す
る
に
際
し
て
は
、
仲
裁
合
意
が
締
結
さ
れ
て
、

合
意
で
定
め
ら
れ
た
仲
裁
手
続
が
外
国
で
行
わ
れ
る
場
合
に
お
け
る

の
と
同
一
の
基
準
が
用
い
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う（（（
（

。

 c）　

Ａ
Ｄ
Ｒ
制
度
へ
の
消
費
者
の
ア
ク
セ
ス

　

も
う
一
つ
、
管
轄
法
に
つ
い
て
の
特
殊
な
問
題
は
、
渉
外
事
件
に

お
け
る
消
費
者
の
権
利
保
護
で
あ
る
。
裁
判
手
続
に
至
っ
た
場
合
は
、

消
費
者
は
、
管
轄
法
に
関
し
て
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
Ⅰ
ａ
）
規
則
に

よ
っ
て
包
括
的
に
保
護
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

（
Ⅰ
ａ
）
規
則
一
七
条
に
い
う
消
費
者
事
件
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、

消
費
者
は
そ
の
住
所
地
国
に
お
い
て
常
に
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
、
事
業
者
が
Ｅ
Ｕ
域
外
に
所
在
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ

て
も
同
様
で
あ
る
（
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
Ⅰ
ａ
）
規
則
一
八
条
一
項
（
（（
（

）。
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い
ず
れ
に
し
て
も
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
Ⅰ
ａ
）
規
則
は
、
Ｅ
Ｕ
域
外
に

住
所
を
有
す
る
消
費
者
を
も
保
護
す
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
な

ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
消
費
者
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
Ⅰ
ａ
）
規
則
四

条
に
よ
り
、
Ｅ
Ｕ
域
内
に
本
拠
を
有
す
る
企
業
に
対
し
て
訴
え
を
提

起
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
と
比
較
し
て
、
事
業
者
を
相
手
に
Ａ
Ｄ
Ｒ
手
続
を
実
施
し
よ

う
と
す
る
消
費
者
の
立
場
は
、
管
轄
法
上
は
利
点
が
少
な
い
。
た
し

か
に
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
指
令
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
国
の
紛
争
解
決
制
度
が
、

内
国
事
案
だ
け
で
な
く
渉
外
事
案
を
も
利
用
可
能
な
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
（
Ａ
Ｄ
Ｒ
指
令
五
条
二
項
（
ｅ
））。

も
っ
と
も
、
こ
の
指
令
が
適
用
さ
れ
る
の
は
、
両
当
事
者
が
Ｅ
Ｕ
域

内
に
所
在
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
（
Ａ
Ｄ
Ｒ
指
令
二
条
一
項
）。
し

た
が
っ
て
、
―
―
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
Ⅰ
ａ
）
規
則
と
は
異
な
り
―
―

一
方
で
は
、
第
三
国
に
所
在
す
る
事
業
者
に
対
す
る
権
利
保
護
、
他

方
で
、
第
三
国
に
所
在
す
る
消
費
者
の
権
利
保
護
は
考
慮
外
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
指
令
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
置
換
立
法
は
、
消
費

者
が
住
所
ま
た
は
常
居
所
を
Ｅ
Ｕ
域
外
に
有
し
て
い
る
場
合
に
は
、

紛
争
解
決
機
関
が
そ
の
管
轄
を
否
定
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
（
消

費
者
紛
争
解
決
法
四
条
四
項
お
よ
び
二
八
条
）。

　

さ
ら
に
問
題
と
な
る
の
は
、
消
費
者
が
内
国
に
住
所
を
有
し
て
い

る
も
の
の
、
事
業
者
が
外
国
に
―
―
Ｅ
Ｕ
の
他
の
構
成
国
ま
た
は
第

三
国
に
―
―
本
拠
を
有
し
て
い
る
場
合
に
も
、
紛
争
解
決
機
関
が
そ

の
管
轄
を
否
定
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
参
照
、
Ａ
Ｄ

Ｒ
指
令
五
条
一
項
お
よ
び
消
費
者
紛
争
解
決
法
二
八
条
（
（（
（

）。
そ
こ
で
、

た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
事
業
者
に
対
し
て
Ａ
Ｄ
Ｒ
手
続
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
る
ド
イ
ツ
の
消
費
者
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
手
続
を
行

う
よ
う
指
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
権
利
追
求
を
明

ら
か
に
困
難
な
も
の
に
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
消
費
者
は
、

往
々
に
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
解
さ
ず
、
フ
ラ
ン
ス
法
を
熟
知
し
て

お
ら
ず
、
ま
た
適
切
な
フ
ラ
ン
ス
の
弁
護
士
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
諸
要
素
お
よ
び
高
額
の
費
用
に
よ
っ
て
必
ず
行
き
着

く
と
こ
ろ
は
、
消
費
者
が
そ
の
住
所
地
国
裁
判
所
で
の
訴
え
に
よ
っ

て
裁
判
を
求
め
る
か
、
あ
る
い
は
、
諦
め
て
完
全
に
権
利
追
求
を
断

念
す
る
か
で
あ
る
。

Ⅴ　

抵
触
法
上
の
局
面

　

本
稿
は
主
と
し
て
、
渉
外
的
な
代
替
的
紛
争
解
決
に
つ
い
て
の
手

続
的
側
面
に
重
き
を
お
い
て
い
る
。
し
か
し
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
は
抵
触
法
上

も
興
味
深
い
問
題
を
提
示
す
る
こ
と
が
あ
る
し
、
そ
れ
も
さ
ま
ざ
ま

な
レ
ベ
ル
で
起
き
て
い
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
述
べ
て
お
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
と
く
に
、
両
当
事
者
間
の
Ａ
Ｄ
Ｒ
手
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続
の
合
意
（
た
と
え
ば
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
に
は
、
メ

デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
合
意
に
関
す
る
法
）、
両
当
事
者
と
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
提

供
者
と
の
法
的
関
係
（
同
様
に
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
は
、
メ

デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
契
約
に
関
す
る
法
）、
Ａ
Ｄ
Ｒ
手
続
の
実
施
（
同

様
に
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
手
続
に
関
す
る
法
）、
お
よ
び
、
手
続

を
通
じ
て
得
ら
れ
た
結
果
の
有
効
性
（
同
様
に
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
和
解
に
関
す
る
法
）
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
法
の
確
定
が

問
題
と
な
る（（（
（

。
こ
れ
と
区
別
す
べ
き
は
、
準
拠
法
（lex causae

）

の
確
定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
案
に
お
け
る
争
訟
的
権
利
関
係

（
た
と
え
ば
、
両
当
事
者
が
締
結
し
た
売
買
契
約
）
が
服
す
る
法
秩

序
の
確
定
は
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

上
述
の
諸
問
題
は
、
実
務
上
は
、
と
く
に
、
両
当
事
者
が
異
な
る

国
に
所
在
す
る
場
合
に
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
当
事
者
が
同
じ

国
に
所
在
す
る
場
合
に
も
、
抵
触
法
上
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
ば
、
本
案
の
問
題
が
外
国
法
に
服
す
る
場

合
に
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
手
続
が
外
国
で
実
施
さ
れ
、
ま
た
は
、
外
国
の
Ａ
Ｄ

Ｒ
実
施
者
の
協
力
の
も
と
で
実
施
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
指
令
も
ド
イ
ツ
の
置
換
え
立
法
も
、
こ
こ
で
取
り
上

げ
た
興
味
深
い
問
題
に
つ
い
て
特
別
の
抵
触
規
範
を
置
い
て
い
な
い
。

む
し
ろ
、
国
際
私
法
に
関
す
る
一
般
的
法
制
度
で
あ
る
、
ロ
ー
マ

（
Ⅰ
）
規
則
が
基
準
と
な
る（（（
（

。
こ
の
規
則
は
、
た
し
か
に
仲
裁
合
意

に
は
適
用
が
な
い
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
（
一
条
二
項
（
ｅ
））。

も
っ
と
も
、
通
説
は
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
ま
た
は
調
停
合
意
の
有

効
性
を
判
断
す
る
た
め
に
ロ
ー
マ
（
Ⅰ
）
規
則
を
適
用
す
る（（（
（

。
こ
れ

に
従
う
と
す
る
と
、
両
当
事
者
は
、
合
意
の
有
効
性
を
判
断
す
る
準

拠
法
を
原
則
と
し
て
自
由
に
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
ロ
ー
マ

（
Ⅰ
）
規
則
三
条
）。
法
選
択
が
な
い
場
合
に
は
、
ロ
ー
マ
（
Ⅰ
）
規

則
四
条
に
よ
り
客
観
的
連
結
が
な
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
通
常
前
提
と

な
る
の
は
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
合
意
が
ロ
ー
マ
（
Ⅰ
）
規
則
四
条
四
項
に
い
う

最
も
密
接
な
関
係
を
示
す
の
は
、
本
案
の
準
拠
法
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
通
常
は
、
付
随
的
に
な
さ
れ
る
Ａ
Ｄ
Ｒ

の
合
意
は
主
契
約
に
連
結
さ
れ
る（（（
（

。
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
契
約
に
関

す
る
法
の
決
定
に
つ
い
て
も
、
ま
ず
は
、
ロ
ー
マ
（
Ⅰ
）
規
則
三
条

が
基
準
と
な
る
。
し
か
し
、
法
選
択
が
な
い
場
合
に
は
、
ロ
ー
マ

（
Ⅰ
）
規
則
四
条
四
項
が
適
用
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
四
条
一
項

（
ｂ
）
が
適
用
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
の
居
所
地
国

が
問
題
と
な
る
。

　

一
例
を
あ
げ
て
、
こ
の
こ
と
を
明
確
に
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
日

本
人
と
ド
イ
ツ
人
の
当
事
者
が
売
買
契
約
に
つ
い
て
争
っ
て
い
た
が
、

こ
の
契
約
は
ス
イ
ス
法
を
準
拠
法
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
両
当
事

者
は
、
こ
の
紛
争
を
Ａ
Ｄ
Ｒ
手
続
で
決
着
を
つ
け
る
こ
と
、
そ
し
て

ロ
ン
ド
ン
に
所
在
す
る
経
済
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
（W

irtschafts­
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m
ediator

）
に
よ
る
こ
と
を
合
意
し
た
。［
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
合
意
に
つ
い

て
］
法
選
択
が
な
さ
れ
て
な
い
場
合
、
両
当
事
者
に
対
す
る
Ａ
Ｄ
Ｒ

合
意
の
拘
束
力
は
ス
イ
ス
法
に
服
す
る
し
、
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
に
対

す
る
両
当
事
者
の
法
律
関
係
は
、
こ
れ
に
対
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法

に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
一
方
の
当
事
者
が
消
費
者
で
相
手
方
当
事
者

が
事
業
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
合
意
に
関
す
る

法
の
決
定
、
そ
し
て
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
契
約
に
関
す
る
法
の
決

定
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
ロ
ー
マ
（
Ⅰ
）
規
則
六
条
が
顧
慮
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い（（（
（

。

　

と
く
に
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
手
続
に
関
す
る
法
の
確
定
は
、
区

別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
来
、
原
則
と
し
て
、
―
―
国
家
裁

判
所
で
の
訴
訟
の
場
合
と
同
様
に
―
―
法
廷
地
法
、
す
な
わ
ち
、
手

続
実
施
地
国
法
の
適
用
が
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

通
説
は
こ
れ
を
否
定
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
通
説
は
メ
デ
ィ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
訴
訟
法
で
は
な
く
、
実
体
法
に
位
置
付
け
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
れ
に
従
う
と
す
る
と
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
手
続
で
の
権
利
義
務
は
、

Ａ
Ｄ
Ｒ
合
意
の
準
拠
法
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

こ
と
を
前
提
と
し
た
と
し
て
も
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
手
続
地
の
強
行
法
規

（zw
ingende V

orschriften

）
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ
で
は
メ
デ
ィ

エ
ー
シ
ョ
ン
法
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ロ
ー
マ

（
Ⅰ
）
規
則
九
条
に
い
う
介
入
規
範
（Eingriffsnorm

en

）
と
し
て

性
質
決
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る（（（
（

。

Ⅵ　

Ａ
Ｄ
Ｒ
の
結
果
の
実
現

１
．
基
礎

　

最
も
望
ま
し
い
の
は
、
両
当
事
者
が
Ａ
Ｄ
Ｒ
手
続
の
結
果
に
同
意

す
る
場
合
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
場
合
は
、
当
初
か
ら
、
特

別
な
権
利
実
現
プ
ロ
セ
ス
を
要
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

両
当
事
者
は
、
そ
の
結
果
を
拘
束
力
あ
る
も
の
と
み
な
し
、
つ
ぎ
の

共
同
作
業
で
は
そ
の
結
果
を
基
礎
に
置
き
、
ま
た
、
負
う
こ
と
と

な
っ
た
義
務
を
場
合
に
よ
っ
て
は
任
意
に
履
行
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

一
方
の
当
事
者
が
、
当
初
受
け
入
れ
ら
れ
た
Ａ
Ｄ
Ｒ
手
続
の
結
果

を
遵
守
す
る
気
が
な
い
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
妥
当
す
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
手
続
の
結
果
は
、
原
則
と
し
て
実
体
法
上
の

契
約
、
す
な
わ
ち
和
解
契
約
で
あ
り
、
こ
の
契
約
を
通
じ
て
紛
争
ま

た
は
権
利
関
係
を
め
ぐ
る
当
事
者
双
方
の
不
明
確
さ
を
互
譲
に
よ
っ

て
取
り
除
く
も
の
で
あ
る
（
参
照
、
ド
イ
ツ
法
に
つ
い
て
は
、
民
法

七
七
九
条
（
（（
（

）。
一
方
の
当
事
者
が
和
解
契
約
に
拘
束
さ
れ
な
い
と
考

え
た
場
合
に
は
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
と
い
う
制
度
は
無
力
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

と
く
に
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
制
度
は
強
制
手
段
を
有
し
な
い
。
む
し
ろ
、
相
手
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方
当
事
者
は
、
国
家
裁
判
所
に
お
い
て
、
有
効
性
の
確
認
な
い
し
は

履
行
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
渉

外
事
案
で
は
受
訴
裁
判
所
の
国
際
裁
判
管
轄
を
前
提
と
す
る
。
国
際

裁
判
管
轄
は
一
般
原
則
に
よ
り
定
ま
り
、
Ｅ
Ｕ
で
は
、
ま
ず
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
（
Ⅰ
ａ
）
規
則
四
条
以
下
に
よ
る
。
管
轄
が
認
め
ら
れ

る
と
、
裁
判
所
は
、
抵
触
法
上
は
ロ
ー
マ
（
Ⅰ
）
規
則
の
基
準
に
よ

り
、
い
ず
れ
の
法
秩
序
が
和
解
に
適
用
さ
れ
る
の
か
を
明
ら
か
に
し（（（
（

、

そ
し
て
、
こ
の
法
秩
序
に
よ
っ
て
和
解
の
有
効
性
お
よ
び
拘
束
力
を

明
ら
か
に
す
る
。

　

こ
れ
と
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
以
下
で
言
及
す
る
、

ど
の
よ
う
な
要
件
の
下
で
Ａ
Ｄ
Ｒ
手
続
の
結
果
が
た
だ
ち
に
債
務
名

義
と
な
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

２
．
Ａ
Ｄ
Ｒ
実
施
国
に
お
け
る
執
行

　

執
行
の
問
題
に
つ
い
て
Ａ
Ｄ
Ｒ
指
令
は
規
定
し
て
い
な
い
が
、
メ

デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
令
は
一
つ
の
答
え
を
提
示
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
令
六
条
に
よ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成

国
は
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
手
続
で
得
ら
れ
た
書
面
に
よ
る
合
意
の

内
容
を
、
当
事
者
の
申
立
て
に
基
づ
き
執
行
で
き
る
よ
う
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
合
意
の
内
容
が
執
行
が
申
し
立
て
ら
れ
た
構
成
国

の
法
に
反
す
る
場
合
、
ま
た
は
、
申
立
地
の
構
成
国
法
が
そ
の
よ
う

な
内
容
の
強
制
執
行
を
定
め
て
い
な
い
場
合
に
の
み
、
上
述
の
こ
と

は
適
用
さ
れ
な
い
（
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
令
六
条
一
項
二
文
）。

ど
の
よ
う
な
方
法
で
執
行
が
な
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
、
メ
デ
ィ

エ
ー
シ
ョ
ン
指
令
は
、
そ
の
六
条
二
項
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う

に
、
各
構
成
国
法
に
委
ね
て
い
る
。

　

ド
イ
ツ
法
に
つ
い
て
は
、
民
事
訴
訟
法
七
九
四
条
一
項
一
号
に
よ

り
強
制
執
行
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
和
解
が
、
受
訴
裁
判
所

―
―
民
事
訴
訟
法
二
七
八
条
五
項
に
よ
る
和
解
裁
判
官

（Güterichter

）
の
場
合
も
同
様
に
（
（（
（

―
―
ま
た
は
、
認
証
さ
れ
た
和

解
所
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
参
照
、
民
事
訴
法
七
九
七
ａ
条
）
で
締

結
さ
れ
た
場
合
に
、
執
行
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
、
両
当
事

者
が
通
常
の
Ａ
Ｄ
Ｒ
手
続
に
お
い
て
到
達
し
た
和
解
は
、
民
事
訴
訟

法
七
九
四
条
一
項
一
号
に
含
ま
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
裁
判
外
の
和

解
は
、
た
し
か
に
実
体
法
上
拘
束
さ
れ
る
が
、
た
だ
ち
に
執
行
可
能

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
両
当
事
者
が
弁
護
士
に
よ
っ

て
代
理
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
民
事
訴
訟
法
七
九
六
ａ
条
の
適
用

が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
弁
護
士
和
解
（A

nw
altsvergleich

）

は
、
受
訴
裁
判
所
（
民
事
訴
訟
法
七
九
六
ｂ
条
）
ま
た
は
公
証
人

（
民
事
訴
訟
法
七
九
六
ｃ
条
）
に
よ
っ
て
執
行
可
能
で
あ
る
と
宣
言

さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
債
務
名
義
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
民

事
訴
訟
法
七
九
四
条
一
項
四
ｂ
号
）。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
民
事
訴
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訟
法
七
九
六
ａ
条
三
項
に
よ
る
と
、
弁
護
士
和
解
が
ド
イ
ツ
の
公
序

に
適
合
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
そ
の
他
に
、
渉
外
事
案
で

考
慮
す
べ
き
は
、
ド
イ
ツ
で
弁
護
士
和
解
に
つ
い
て
執
行
可
能
で
あ

る
と
の
宣
言
を
し
て
も
ら
う
可
能
性
は
、
通
説
に
よ
れ
ば
、
少
な
く

と
も
両
当
事
者
の
う
ち
の
一
方
が
そ
の
普
通
裁
判
籍
を
国
内
に
有
し

て
い
る
場
合
に
限
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る（（（
（

。

　

弁
護
士
和
解
に
よ
る
執
行
宣
言
以
外
の
選
択
肢
と
し
て
、
両
当
事

者
は
、
弁
護
士
が
関
与
し
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
手

続
の
結
果
を
ド
イ
ツ
の
公
証
人
に
よ
り
民
事
訴
訟
法
七
九
四
条
一
項

五
号
に
い
う
執
行
証
書
と
し
て
作
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
．
外
国
に
お
け
る
執
行

 a）　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法

　

メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
令
は
、
そ
の
指
令
六
条
四
項
が
明
ら
か
に

し
て
い
る
よ
う
に
、
国
境
を
越
え
た
執
行
を
扱
っ
て
い
な
い
。
む
し

ろ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
で
の
債
務
名
義
の
自

由
移
動
に
関
す
る
ル
ー
ル
が
関
係
す
る
。
す
で
に
言
及
し
た
よ
う
に
、

た
し
か
に
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
Ⅰ
ａ
）
規
則
と
い
う
管
轄
ル
ー
ル
は

Ａ
Ｄ
Ｒ
手
続
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
（
Ⅰ
ａ
）
規
則
が
、
債
務
名
義
を
取
得
し
た
Ａ
Ｄ
Ｒ
の

結
果
を
国
境
を
越
え
て
実
現
す
る
場
合
に
も
同
様
に
適
用
さ
れ
な
い
、

と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
結

果
が
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
Ⅰ
ａ
）
規
則
二
条
（
ｃ
）
に
い
う
公
正
証

書
に
包
含
さ
れ
、
ま
た
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
Ⅰ
ａ
）
規
則
二
条

（
ｂ
）
に
い
う
裁
判
上
の
和
解
と
し
て
合
意
さ
れ
、
他
の
構
成
国
に

お
い
て
執
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

（
Ⅰ
ａ
）
規
則
の
執
行
に
関
す
る
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
し
て
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
Ⅰ
ａ
）
規
則
五
八
条
な
い
し

五
九
条
に
お
い
て
規
定
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
で
の
執
行
ル
ー

ル
が
、
執
行
を
実
施
す
る
構
成
国
に
お
け
る
執
行
宣
言
を
要
す
る
こ

と
な
く
介
入
す
る（（（
（

。
こ
の
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
に
関
し
て
述
べ
る
と
、

民
事
訴
訟
法
七
九
四
条
一
項
に
基
づ
き
、
訴
訟
上
お
よ
び
調
停
上
の

和
解
（
一
号
（
（（
（

）、
さ
ら
に
執
行
証
書
（
五
号
）、
そ
し
て
少
な
く
と
も

通
説
は
ド
イ
ツ
で
執
行
宣
言
が
な
さ
れ
た
弁
護
士
和
解
（
四
ｂ
号
）

に
つ
い
て
妥
当
す
る（（（
（

。

　

さ
ら
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
に
お
け
る
法
的
交
流
で
は
、
争
い
の

な
い
債
権
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
債
務
名
義
の
導
入
の
た
め
の
二
〇

〇
四
年
四
月
一
日
の
指
令
（N

r. 805/2004

）
が
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
結
果

に
つ
い
て
国
境
を
越
え
た
執
行
を
可
能
に
す
る
（EuV

T
V

O

（
（（
（

）。

EuV
T

O
に
い
う
〝
争
い
の
な
い
〟
も
の
と
し
て
は
、
同
規
則
三
条

一
項
に
掲
げ
ら
れ
た
諸
要
件
に
該
当
す
る
債
権
が
妥
当
し
、
裁
判
手

続
外
で
得
ら
れ
た
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
結
果
に
つ
い
て
は
公
文
書
に
よ
る
認
諾
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が
考
え
ら
れ
る
（EuV

T
V

O

三
条
一
項
二
文
（
ｄ
））。EuV

T
V

O

の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
執
行
を
実
施
す
る
構
成
国
に
お
い
て
執
行

宣
言
が
必
要
な
い
こ
と
で
あ
る
（EuV

T
V

O

五
条
）。
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
（
Ⅰ
ａ
）
規
則
も
ま
た
、
―
―
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
Ⅰ
）
規
則

（N
r. 44/2001

）
と
は
異
な
り（（（
（

―
―
執
行
手
続
（Exequatur­

verfahren

）
を
放
棄
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、EuV

T
V

O

は
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
（
Ⅰ
ａ
）
規
則
施
行
後
は
そ
の
重
要
性
を
減
じ
る
こ
と

と
な
っ
た
（
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
Ⅰ
ａ
）
規
則
三
九
条
お
よ
び
五
八

条
）。
し
か
し
、EuV

T
V

O
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
重
要
性
を

有
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、EuV

T
V

O
は
、
―
―
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

（
Ⅰ
ａ
）
規
則
四
五
条
と
異
な
り
―
―
同
規
則
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ

た
債
務
名
義
を
他
の
構
成
国
で
執
行
す
る
際
に
、
公
序
（ordre 

public

）
を
理
由
に
拒
否
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

 b）　

ド
イ
ツ
法

　

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
Ⅰ
ａ
）
規
則
、
お
よ
び
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

の
法
制
度
は
、
他
の
構
成
国
か
ら
の
債
務
名
義
に
つ
い
て
の
み
適
用

さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
第
三
国
（
た
と
え
ば
、
日
本
）
に
お
け
る
Ａ

Ｄ
Ｒ
手
続
で
作
成
さ
れ
た
和
解
や
執
行
証
書
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
構
成
国
固
有
の
承
認
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い

て
、
ド
イ
ツ
法
は
、
残
念
な
が
ら
承
認
に
好
意
的
と
は
い
え
な
い
。

す
な
わ
ち
、
通
説
に
よ
れ
ば
、
民
事
訴
訟
法
七
二
二
条
、
七
二
三
条

も
家
事
事
件
お
よ
び
非
訟
事
件
の
手
続
に
関
す
る
法
（Fam

FG

）

一
一
〇
条
も
、
外
国
の
訴
訟
上
の
和
解
ま
た
は
執
行
証
書
に
適
用
さ

れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
債
務
名
義
は
、
ド
イ
ツ
で
は

執
行
宣
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い（（（
（

。
こ
の
こ
と
は
、
法
政
策
的
に

は
非
常
に
疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
解
釈
論
上
（de lege 

lata

）
は
や
む
を
得
な
い
。

Ⅶ　

強
制
調
停

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
条
項
な
い
し
調
停

条
項
は
、
往
々
に
し
て
、
一
時
的
な
（dilatorisch

）
訴
え
の
放
棄

を
含
む
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
多
く
の
場
合
、
立
法
者
も
ま
た
、

訴
訟
よ
り
も
Ａ
Ｄ
Ｒ
手
続
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
を
命
じ
る
。
す
な
わ

ち
、
国
家
は
よ
り
一
層
、
司
法
手
段
に
訴
え
る
前
に
、
ま
ず
強
制
的

に
Ａ
Ｄ
Ｒ
手
続
を
行
う
べ
き
と
す
る
規
定
を
定
め
て
き
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
多
く
の
法
秩
序
で
あ
て
は
ま
り
、
た
と
え
ば
、
ド
イ
ツ

で
は
一
定
の
少
額
事
件
に
つ
い
て
の
み
妥
当
す
る
が
（
参
照
、
民
事

訴
訟
法
施
行
法
一
五
ａ
条
一
項
）、
他
の
国
、
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス（（（
（

や
イ
タ
リ
ア（（（
（

で
は
訴
額
の
多
寡
に
関
係
な
く
あ
て
は
ま
る
。
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以
下
で
は
、
先
に
挙
げ
た
請
求
の
放
棄
に
関
す
る
条
項
に
つ
い
て
、

各
法
秩
序
で
ど
の
よ
う
な
制
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
の
か（（（
（

、
ど
の
よ

う
な
要
件
の
下
で
法
定
の
強
制
調
停
が
適
法
な
い
し
法
政
策
的
に
有

意
義
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
に
は
立
ち
入
ら

な
い（（（
（

。
む
し
ろ
、
こ
こ
で
は
、
一
方
の
当
事
者
が
契
約
上
ま
た
は
法

律
上
定
め
ら
れ
た
調
停
強
制
に
反
し
て
裁
判
所
を
利
用
し
、
定
め
ら

れ
た
裁
判
外
紛
争
解
決
を
利
用
せ
ず
に
権
利
保
護
を
求
め
た
場
合
の
、

手
続
法
上
な
い
し
抵
触
法
上
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。

　

ド
イ
ツ
訴
訟
法
の
観
点
か
ら
は
、
そ
の
よ
う
な
訴
え
は
、
成
功
の

見
通
し
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
優
先
す
る
Ａ
Ｄ
Ｒ
手
続
が
実
施
さ
れ
、

あ
る
い
は
不
調
に
終
わ
る
か
は
、
通
説
に
よ
れ
ば
、
訴
え
提
起
に
つ

い
て
追
完
可
能
な
適
法
要
件
で
は
な
く
、
請
求
の
放
棄
が
抗
弁
と
し

て
応
訴
前
に
主
張
さ
れ
た
場
合
、
訴
え
は
、
そ
の
時
点
で
不
適
法
な

も
の
と
し
て
却
下
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（（
（

。
だ
が
、
こ
れ
は
、
法

律
上
の
強
制
調
停
の
場
合
に
は
、
受
訴
裁
判
所
の
法
廷
地
法
に
よ
っ

て
強
制
調
停
が
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
本
案
の
準
拠
法
ま
た
は
原
告
の
本
国
法
な
い
し
常
居
所

地
法
が
訴
訟
を
不
適
法
と
み
な
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
重
要
で
は
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
、
契
約
に
よ
り
請
求
の
放
棄
を
合
意
し
た
場
合
、
訴

え
の
適
法
性
は
、
も
っ
ぱ
ら
法
廷
地
の
規
定
に
よ
り
判
断
さ
れ
る（（（
（

。

こ
の
法
廷
地
法
に
は
、
ド
イ
ツ
の
訴
訟
で
は
、
と
り
わ
け
、
民
法
三

〇
九
条
一
四
号
に
規
定
さ
れ
た
消
費
者
事
件
に
お
け
る
訴
え
放
棄
条

項
の
禁
止
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
一
方
の
当
事
者
が
合
意

に
反
し
て
訴
え
を
提
起
し
た
こ
と
で
賠
償
義
務
が
生
じ
る
か
否
か
と

い
う
実
体
法
上
の
問
題
は
、
法
廷
地
法
で
は
な
く
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
合
意
の

法
に
服
す
る（（（
（

。

　

受
訴
裁
判
所
が
調
停
の
強
制
を
拘
束
力
あ
る
も
の
と
考
え
て
訴
え

を
却
下
し
た
場
合
、
こ
の
訴
訟
判
決
は
、
ま
さ
し
く
、
そ
の
判
決
国

で
の
み
効
力
が
生
じ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
原
告
は
、
こ
の
訴
訟
判
決
に

よ
っ
て
、（
国
際
裁
判
管
轄
を
有
す
る
）
他
の
構
成
国
の
裁
判
所
に

訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
な
い（（（
（

。
最
初
の
受
訴
裁
判
所
が
、

原
告
に
対
し
て
、
た
と
え
ば
訴
訟
差
止
め
の
イ
ン
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

（antisuit injunction

）
に
よ
っ
て
他
国
で
の
別
訴
を
禁
止
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
は
、
い
た
っ
て
正
当
で
あ
る（（（
（

。
最
初
の
受
訴
裁
判

所
が
訴
え
を
適
法
と
し
、
原
告
が
自
己
に
有
利
な
本
案
判
決
を
得
た

場
合
に
は
、
こ
の
本
案
判
決
は
他
国
の
一
般
的
な
ル
ー
ル
に
よ
り
承

認
お
よ
び
執
行
が
な
さ
れ
る
。
少
な
く
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
の
法

的
交
流
で
は
、
そ
の
よ
う
な
場
合
に
つ
い
て
、
他
の
構
成
国
裁
判
所

の
立
場
か
ら
す
る
と
Ａ
Ｄ
Ｒ
が
優
先
し
て
訴
え
が
不
適
法
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
裁
判
所
は
承
認
・
執
行
を
拒
否
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
と
の
扱
い
が
妥
当
す
る
。
こ
れ
は
、
と
く
に
ブ
リ
ュ
ッ

セ
ル
（
Ⅰ
ａ
）
規
則
四
五
条
一
項
（
ａ
）
に
い
う
公
序
に
よ
る
留
保
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が
適
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
で
は
な
い（（（
（

。

Ⅷ　

渉
外
的
な
情
報
交
換
と
協
力

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
立
法
者
は
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
手
続
を
促
進
し
よ
う
と
考

え
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
特
に
情
報
不
足
が
消
費
者
に
よ
る
Ａ
Ｄ
Ｒ
手

続
の
利
用
を
著
し
く
妨
げ
て
き
た
と
確
信
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

Ａ
Ｄ
Ｒ
指
令
は
、
七
条
お
よ
び
一
三
条
以
下
に
お
い
て
、
利
用
可
能

な
紛
争
解
決
機
関
の
提
供
を
で
き
る
だ
け
透
明
性
の
あ
る
も
の
に
す

る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
基
準
を
設
け
た
。
ま
た
、
各
構
成
国
は
、

特
別
に
渉
外
紛
争
に
つ
い
て
、
消
費
者
が
他
の
構
成
国
に
お
い
て
権

限
を
有
す
る
紛
争
解
決
機
関
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

適
切
な
支
援
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
た
（
Ａ
Ｄ
Ｒ
指

令
一
四
条
）。
さ
ら
に
、
各
国
の
機
関
は
、
渉
外
紛
争
の
解
決
に
際

し
て
は
協
力
し
あ
い
、
渉
外
事
件
の
解
決
に
つ
き
信
頼
性
の
あ
る
手

続
に
関
し
て
定
期
的
に
意
見
交
換
を
行
う
と
定
め
ら
れ
て
い
る
（
Ａ

Ｄ
Ｒ
指
令
一
六
条
）。

　

と
く
に
、
Ｏ
Ｄ
Ｒ
規
則
に
定
め
ら
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
紛
争
解
決
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、
情
報
お

よ
び
意
見
交
換
の
改
善
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
消
費
者

お
よ
び
事
業
者
が
、
す
べ
て
の
公
用
語
で
電
子
的
に
か
つ
無
料
で
ア

ク
セ
ス
で
き
る
双
方
向
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
あ
る（（（
（

。
こ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て
商
品
の
購
入
ま
た
は
サ
ー

ヴ
ィ
ス
提
供
を
受
け
た
も
の
の
満
足
し
て
い
な
い
顧
客
が
、
Ｅ
Ｕ
に

お
け
る
適
切
な
紛
争
解
決
機
関
を
見
つ
け
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
基
盤
の
機
能
は
さ
ら
に
広
範
囲
に
及
ぶ
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
り
、
顧
客
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
上
で
不
服
申
立
書
を
記
載
し
、
そ
の
不
服
を
直
接
事
業
者
に
伝

達
し
、
適
切
な
紛
争
解
決
を
探
す
権
限
を
有
す
る
紛
争
解
決
機
関
を

事
業
者
と
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ⅸ　

Ａ
Ｄ
Ｒ
提
供
者
の
国
境
を
越
え
た
活
動

　

最
後
に
な
る
が
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
提
供
者
の
国
境
を
越
え
た
活
動
が
、
職

業
法
上
の
諸
問
題
を
も
生
じ
さ
せ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、

多
く
の
国
が
、
両
当
事
者
の
保
護
の
た
め
に
、
仲
介
人
（
つ
ま
り
、

た
と
え
ば
、
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
ま
た
は
調
停
人
）
の
育
成
お
よ
び
監

督
に
関
し
て
特
別
に
法
律
上
の
要
求
を
定
め
て
い
る
こ
と
は
注
意
す

べ
き
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
法
は
、
法
的
ル
ー
ル
の
提
案
を
通

じ
て
関
係
人
間
の
話
し
合
い
に
介
入
す
る
こ
と
で
代
替
的
紛
争
解
決

を
有
償
で
提
供
す
る
こ
と
を
、
原
則
と
し
て
許
可
を
必
要
と
す
る
法

的
助
言
と
み
な
し
て
い
る
（
法
的
助
言
法
三
条
お
よ
び
二
条
三
項
四
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号
）。
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
で
は
、
認
証
メ
デ
ィ
エ
ー
タ
ー
（
メ
デ
ィ

エ
ー
シ
ョ
ン
法
六
条
）、
民
事
訴
訟
法
施
行
法
一
五
ａ
条
に
い
う
和

解
所
（
参
照
、
た
と
え
ば
、
バ
イ
エ
ル
ン
調
停
法
五
条
）
ま
た
は
消

費
者
調
停
所
な
い
し
紛
争
解
決
者
（
消
費
者
紛
争
解
決
法
二
条
お
よ

び
六
条
）
と
し
て
活
動
す
る
要
件
を
詳
し
く
法
律
で
規
定
し
て
い
る
。

Ａ
Ｄ
Ｒ
提
供
者
に
関
す
る
そ
の
よ
う
な
法
律
上
の
要
求
は
、
原
則
と

し
て
、
当
該
人
ま
た
は
当
該
機
関
が
外
国
に
所
在
し
て
い
る
か
外
国

で
認
証
さ
れ
た
も
の
の
、
ド
イ
ツ
国
内
で
手
続
を
実
施
し
た
い
と
考

え
て
い
る
場
合
に
も
ま
た
妥
当
す
る
。
も
っ
と
も
、
た
と
え
ば
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
で
の
法
的
交
流
に
お
い
て
は
、
Ｅ
Ｕ
域
内
の
他
国

で
取
得
し
た
職
業
教
育
ま
た
は
認
証
が
、
他
の
す
べ
て
の
構
成
国
に

お
い
て
承
認
さ
れ
る
と
す
る
一
連
の
規
定
が
あ
る
。

Ⅹ　

結
論

　

裁
判
外
紛
争
解
決
は
、
こ
こ
数
年
で
次
第
に
緊
密
に
規
制
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
そ
の
こ
と
は
純
粋
国
内
事
件
だ
け
で
な
く
渉
外
事
件

に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
規
制
の

流
れ
に
お
い
て
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
は
、
ま
す
ま
す
市
民
の
私
的
な
出
来
事
か

ら
立
法
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
領
域
ま
た
は
実
験
領
域
へ

と
変
化
し
た
。
こ
の
展
開
は
、
出
発
点
に
お
い
て
歓
迎
す
べ
き
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
Ａ
Ｄ
Ｒ
手
続
が
た
ん
に
交
渉
力
の

強
い
方
の
当
事
者
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
訴
訟
法

上
・
実
体
法
上
最
低
限
の
基
準
が
保
障
さ
れ
る
機
会
が
増
大
す
る
か

ら
で
あ
る
。
他
方
、
規
制
が
そ
れ
ほ
ど
広
範
囲
に
及
ん
で
い
な
い
こ

と
か
ら
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
が
機
能
不
全
に
陥
り
、
ま
た
、
規
律
が
不
透
明
で

あ
る
た
め
、
両
当
事
者
は
、
も
は
や
国
家
の
介
入
な
し
に
拘
束
力
の

あ
る
、
両
当
事
者
の
具
体
的
紛
争
に
適
合
し
た
解
決
を
も
た
ら
す
状

態
に
は
な
い
。

　

し
た
が
っ
て
、
目
標
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、〝
必

要
な
分
だ
け
多
く
の
基
準
を
、
し
か
し
、
可
能
な
限
り
多
く
の
自
由

を
〟
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
適
切
な
手
段
を
徹
底
し
て
追
い
求
め
続

け
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
の
価
値
が
あ
る
仕
事
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
こ
と
は
、
各
国
に
お
け
る
国
内
法
の
立
法
者
だ
け
で
な
く
、
国

際
レ
ベ
ル
に
も
あ
て
は
ま
る
。
そ
の
際
、
国
家
司
法
お
よ
び
仲
裁
に

対
す
る
真
の
意
味
で
の
選
択
肢
を
渉
外
紛
争
の
た
め
の
Ａ
Ｄ
Ｒ
に
構

築
し
、
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
放
棄
不
可
能
な
制
度

を
害
し
な
い
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
訳
者
付
記
）

　

本
翻
訳
は
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
四
日
（
金
）
に
明
治
大
学
駿
河

台
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
行
わ
れ
た
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
パ
ッ
サ
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ウ
大
学
法
学
部
教
授
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ハ
ウ
氏
（Professor 

D
r. W

olfgang H
au

）
に
よ
る
講
演
会
の
原
稿
で
あ
る
。講
演
テ
ー

マ
の
原
題
は
、Internationalverfahrensrechtliche G

rund­
problem

e der alternativen Streitbeilegung

で
あ
る
。
講
演

会
の
開
催
に
際
し
て
は
、
明
治
大
学
法
学
部
川
地
宏
行
教
授
に
ご
協

力
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
講
演
者

の
ハ
ウ
教
授
は
、
一
九
六
八
年
に
ド
イ
ツ
で
生
ま
れ
、
ザ
ー
ル
ラ
ン

ト
大
学
法
学
部
、
ト
リ
ア
ー
大
学
法
学
部
な
ど
で
学
び
、
ト
リ
ア
ー

大
学
リ
ン
ダ
ッ
ハ
ー
教
授
の
下
で
博
士
論
文
、
教
授
資
格
論
文
を
作

成
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
日
本
に
お
い
て
も
証
明
責
任
論
で
著
名
な

ム
ジ
ラ
ー
ク
教
授
の
後
任
と
し
て
二
〇
〇
三
年
に
パ
ッ
サ
ウ
大
学
法

学
部
に
赴
任
し
（
民
法
、
民
事
訴
訟
法
お
よ
び
国
際
私
法
講
座
を
担

当
）、
法
学
部
長
、
副
学
長
を
歴
任
し
て
い
る
。
ま
た
二
〇
一
六
年

か
ら
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
高
等
裁
判
所
判
事
も
兼
務
し
て
い
る
。
ハ
ウ
教
授

は
学
生
向
け
の
教
科
書
と
し
て
、Linke/H

au, Internationales 
Zivilverfahrensrecht, 6.A

ufl.2015 (D
r. O

tto Schm
idt); 

M
usielak/H

au, Grundkurs BGB, 14.A
ufl.2015 (C.H

.Beck)

な
ど
を
著
し
て
い
る
。

　

本
稿
翻
訳
に
際
し
て
は
、
講
演
者
の
ハ
ウ
教
授
の
了
解
の
も
と
、

日
本
語
の
理
解
を
優
先
し
て
訳
出
し
た
た
め
必
ず
し
も
文
法
に
は
忠

実
で
は
な
く
、
ま
た
、
適
宜
、
角
括
弧
（［　

］）
を
用
い
て
補
足
し

て
い
る
。

　

最
後
に
、
ハ
ウ
教
授
の
招
聘
に
際
し
て
は
、
石
川
明
教
授
記
念
手

続
法
研
究
所
（
理
事
長
・
三
上
威
彦
慶
應
義
塾
大
学
法
務
研
究
科
教

授
）
に
よ
る
財
政
的
援
助
を
受
け
た
こ
と
を
特
記
し
謝
意
を
表
す
る

も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
翻
訳
は
科
研
費
（
課
題
番
号24530102

）

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
1
）　

本
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
詳
細
で
あ
る
の
は
、

Fries, V
erbraucherrechtsdurchsetzung, 2016. 

非
常
に
懐
疑

的
で
あ
る
の
は
、
と
く
に
、H

alfm
eier, D

as V
SBG verstärkt 

die A
nreize zum

 Rechtsbruch, V
uR Sonderheft 2016, 17; 

R
oth, D

ie Zukunft der Ziviljustiz, ZZP 129 (2016), 3.

（
2
）　

最
近
の
ド
イ
ツ
語
に
よ
る
文
献
と
し
て
、A

ltham
m

er, 
V

erbraucherstreitbeilegung: A
ktuelle Perspektiven für 

die U
m

setzung der A
D

R-Richtlinie, 2015; A
rntz, D

ie 
Eskalationsklausel im

 internationalen Rechtsverkehr, 
RIW

 2014, 801; Blobel/Späth, Streitbeilegungsvereinbarungen 
im

 Schatten des europäischen Gem
einschaftsrechts –  

Ein rechtsvergleichender Ü
berblick, ZEuP 2005, 784; 

B
randl, Internationale Schlichtungsverfahren in 

W
irtschaftsstreitigkeiten: U

m
setzungs- und 

Entw
icklungsperspektiven für das deutsche Recht nach 
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dem
 U

N
C

IT
R

A
L M

odellgesetz (2002), 2016; E
w

ert, 
G

renzüberschreitende M
ediation in Z

ivil- und 
H

andelssachen, 2012; Friedrich, D
as U

N
C

IT
R

A
L-

M
odellgesetz über die internationale H

andelsschlichtung, 
2006; G

össl, V
erbraucherschlichtung im

 H
andel m

it 
ausländischen V

erbrauchern gem
äß 

§ 19 V
SBG, RIW

 
2016, 473; G

roßerichter, D
ie Bestim

m
ung des in der 

M
ediation anw

endbaren Rechts vor dem
 H

intergrund 
neuerer legislativer Entw

icklungen, Gedächtnisschrift für 
U

nberath, 2015, S. 121; G
roß

erichter, M
ediations­

verfahren m
it A

uslandsberührung, in: Eidenm
üller/

W
agner, M

ediationsrecht, 2015, K
ap. 12; H

ess, 
Europäische Perspektiven der M

ediation in Zivilsachen, 
in: D

ethloff, Freiw
illigkeit, Zw

ang und Gerechtigkeit im
 

K
ontext der M

ediation – Europäische und deutsche 
Perspektiven, 2013, S. 25; H

ess, D
ie EU

-Richtlinie zur 
V

erbraucherstreitbeilegung: E
ntlastung oder 

Schw
ächung der Justiz?, Festschrift für M

üller-Graff, 
2015, S. 390; H

öxter, D
as V

erbraucherstreitbeilegungsges
etz im

 K
ontext grenzüberschreitender Streitigkeiten, 

V
uR Sonderheft 2016, 29; H

utner, D
as internationale 

Privat- und V
erfahrensrecht der W

irtschaftsm
ediation, 

2005; K
oehler/M

üller, A
lternative Streitbeilegung und 

Schiedsverfahren, in: Leible/T
erhechte, Europäisches 

Rechtsschutz- und V
erfahrensrecht (= Enzyklopädie 

Europarecht, Band 3), 2014, 

§ 26; K
röll, Eskalations­

klauseln im
 internationalen W

irtschaftsverkehr, 
ZV

glRW
iss 114 (2015), 545; M

eller-H
annich/K

rausbeck, 
„A

D
R

“ und „O
D

R

“: K
reationen der europäischen 

Rechtspolitik. Eine kritische W
ürdigung, ZEuP 2014, 8; 

R
öthem

eyer, V
erfahren nach V

SB
G

 und ZPO
 im

 
V

ergleich, V
uR Sonderheft 2016, 9; R

ühl, D
ie Richtlinie 

über alternative Streitbeilegung und die V
erordnung 

über O
nline-Streitbeilegung 

︲ Effektiver Rechtsschutz 
bei grenzüberschreitenden V

erbraucherverträgen?, RIW
 

2013, 737; R
ühl, D

ie R
ichtlinie über alternative 

Streitbeilegung: H
andlungsperspektiven und 

H
andlungsoptionen, ZZP 127 (2014), 61; T

sikrikas, 
V

erfahrensrechtliche und kollisionsrechtliche Fragen der 
M

ediation, ZZPInt 19 (2014), 281; U
nberath, Internationale 

M
ediation – D

ie Bestim
m

ung des m
aßgeblichen Rechts, 

Festschrift von H
offm

ann, 2011, S. 500. 
　

ま
た
、
最
近
の
英
語
に
よ
る
文
献
と
し
て
、
と
く
に
、European 

Review
 of Private Law

, V
ol. 24 (2016) Issue 

所
収
の
諸
文
献
、

お
よ
び
、A

lexander, International Com
parative M

ediation: 
Legal Perspectives, 2009; C

aponi/G
ascón Inchausti/
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Stürner, T

he Role of Consum
er A

D
R in the A

dm
in­

istration of Justice, 2015; E
splugues, C

ivil and 
Com

m
ercial M

ediation in Europe, V
olum

e II: Cross-
Border M

ediation, 2014

を
参
照
の
こ
と
。

（
3
）　

こ
の
領
域
に
お
け
る
も
っ
と
も
重
要
な
制
度
で
あ
る
、
国
際
的

な
子
の
奪
い
合
い
の
民
事
法
的
側
面
に
関
す
る
一
九
八
〇
年
一
〇
月

二
五
日
の
ハ
ー
グ
条
約
は
、
Ｅ
Ｕ
の
全
構
成
国
も
日
本
も
締
約
国
で

あ
る
が
、
ハ
ー
グ
会
議
は
二
〇
一
二
年
に
、
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

ガ
イ
ド
を
公
に
し
て
い
る
。
以
下
で
ア
ク
セ
ス
可
能
で
あ
る
。

https://assets.hcch.net/upload/m
ediation_de.pdf.

（
4
）　A

Bl. 1998 L 115/31.

（
5
）　A

Bl. 2001 L 109/56.

（
6
）　K

O
M

 (2002), 196.

（
7
）　

以
下
で
ア
ク
セ
ス
可
能
で
あ
る
。http://ec.europa.eu/

civiljustice/adr/adr_ec_code_conduct_de.pdf.

（
8
）　A

Bl. 2008 L 136/3.

（
9
）　BGBl. 2012 I, 1577.

（
10
）　

提
案K

O
M

 (2004) 718, S. 5 f.

を
参
照
の
こ
と
。

（
11
）　

政
府
草
案
を
参
照
の
こ
と
。BT

-D
rucks. 17/5335, S. 11.

（
12
）　A

Bl. 2013 L 165/63.

（
13
）　A
Bl. 2013 L 165/1.

（
14
）　BGBl. 2016 I, 254.

（
15
）　

以
下
で
入
手
可
能
な
資
料
を
参
照
の
こ
と
。w

w
w

.uncitral.

org/uncitral/uncitral_texts/arbitration.htm
l.

（
16
）　

こ
の
点
に
関
す
る
詳
細
は
、B

randl, Internationale 
Schlichtungsverfahren in W

irtschaftsstreitigkeiten, 2016

を
参
照
の
こ
と
。

（
17
）　

以
下
で
ア
ク
セ
ス
可
能
で
あ
る
。https://docum

ents-dds-
ny.un.org/doc/U

N
D

O
C

/L
T

D
/V

16/040/09/P
D

F
/

V
1604009.pdf?O

penElem
ent.

（
18
）　

同
趣
旨
を
説
く
の
は
、
た
と
え
ば
、R

ühl, ZZP 127 (2014), 
61, 67.

（
19
）　A

Bl. 2012 L 351/1. 

家
族
お
よ
び
相
続
事
件
に
関
す
る
、
そ

の
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
則
で
定
め
ら
れ
た
管
轄
規
定
は
、
以
下
で
は

考
慮
し
な
い
。

（
20
）　

明
確
に
述
べ
る
の
は
、
た
と
え
ば
、K

oehler/M
üller, in: 

Leible/T
erhechte, 

§ 26 Rz. 36; M
ankow

ski, in: Rauscher, 
Europäisches Zivilprozess- und K

ollisionsrecht, Band I, 4. 
A

ufl. 2016, A
rt. 1 Brüssel Ia-V

O
 Rz. 162 f.

（
21
）　

結
論
に
お
い
て
同
趣
旨
を
説
く
の
は
、Leible, in: Rauscher, 

Europäisches Zivilprozess- und K
ollisionsrecht, A

rt. 29 
Brüssel Ia-V

O
 Rz. 6.

（
22
）　T

sikrikas, ZZPInt 19 (2014), 281, 293

を
参
照
の
こ
と
。

（
23
）　

詳
細
は
、R

enna, Prozessvergleich und internationale 
Zuständigkeit, Jura 2009, 119; Staudinger, in: Rauscher, 
Europäisches Zivilprozess- und K

ollisionsrecht, A
rt. 59 
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Brüssel Ia-V
O

 Rz. 5

を
参
照
の
こ
と
。

（
24
）　

約
款
に
つ
い
て
、
そ
の
よ
う
に
説
く
の
は
、LG D

üsseldorf, 
13. 11. 2012 – 35 O

 38/08, BeckRS 2014, 16696.

（
25
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、EuGH

, 18. 3. 2010 

︲ Rs. C-317/08 
(T

elecom
 Italia), EuZW

 2010, 550

を
参
照
の
こ
と
。

（
26
）　

こ
の
点
に
関
す
る
比
較
法
的
検
討
は
、Blobel/Späth, ZEuP 

2005, 784, 790 ff.
を
参
照
の
こ
と
。

（
27
）　BGBl. 2016 I, 254, dort A

rt. 6. 

こ
れ
に
対
し
て
は
、H

au, 
Suspendierung gerichtlichen R

echtsschutzes kraft 
Parteivereinbarung, T

rierer Festschrift für Lindacher, 
2017, S. 145

も
参
照
の
こ
と
。

（
28
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、E

ichel, Inhaltskontrolle von 
A

GB-Schiedsklauseln im
 internationalen H

andelsverkehr, 
IPR

ax 2010, 219; O
stendorf, W

irksam
e W

ahl auslän­
dischen Rechts auch bei fehlendem

 A
uslandsbezug im

 Fall 
einer Schiedsgerichtsvereinbarung und ausländischem

 
Schiedsort?, SchiedsV

Z 2010, 234; Sam
tleben, „Sandw

ich 
und Salat

“ – Zur Inhaltskontrolle von Schiedsklauseln in 
Form

ularverträgen, Festschrift von H
offm

ann, 2011, S. 
1066

も
参
照
の
こ
と
。

（
29
）　

こ
れ
と
は
反
対
に
、
事
業
者
は
、
消
費
者
が
住
所
を
有
す
る
国

に
お
い
て
の
み
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
、
し
た
が
っ
て
、
た

と
え
ば
、
義
務
履
行
地
あ
る
い
は
合
意
さ
れ
た
裁
判
籍
で
訴
え
を
提

起
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
参
照
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
Ⅰ
ａ
）
規
則

一
八
条
二
項
お
よ
び
一
九
条
）。

（
30
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、H

öxter, V
uR Sonderheft 2016, 29; 

R
öthem

eyer, V
uR Sonderheft 2016, 9 f. 

も
参
照
の
こ
と
。 

詳

細

は
、G

ascón Inchausti, Specific problem
s of cross-

border Consum
er A

D
R: w

hat solutions?, in: Caponi/
Gascón Inchausti/Stürner, T

he Role of Consum
er A

D
R 

in the A
dm

inistration of Justice, S. 31 ff. (= GPR 2014, 
197)

も
参
照
の
こ
と
。

（
31
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
よ
り
詳
細
に
は
、G

roß
erichter, 

Gedächtnisschrift U
nberath, S. 121 ff. 

を
参
照
の
こ
と
。

（
32
）　

契
約
準
拠
法
に
関
す
る
二
〇
〇
八
年
六
月
一
七
日
の
規
則

（N
r. 593/2008, A

Bl. EU
 2008 L 177/6.

）。

（
33
）　

た
と
え
ば
、U

nberath, Festschrift von H
offm

ann, S. 
500, 504 f. 

を
参
照
の
こ
と
。

（
34
）　

こ
の
点
お
よ
び
例
外
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、G

roßerichter, 
Gedächtnisschrift U

nberath, S. 121, 133 ff. 

を
参
照
の
こ
と
。

（
35
）　

ロ
ー
マ
（
Ⅰ
）
規
則
六
条
を
適
用
す
る
要
件
お
よ
び
効
果
に
つ

い
て
の
詳
細
は
、G

össl, RIW
 2016, 473, 476 ff. 

を
参
照
の
こ
と
。

（
36
）　

よ
り
詳
細
は
、G

roßerichter, Gedächtnisschrift U
nberath, 

S. 121, 131 f. 

を
参
照
の
こ
と
。

（
37
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
の
比
較
法
的
検
討
は
、C

aponi, „Just 
Settlem

ent
“ or „Just about Settlem

ent

“ – M
ediated 
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A

greem
ents: A

 Com
parative O

verview
 of the Basics, 

RabelsZ 79 (2015), 117

を
参
照
の
こ
と
。

（
38
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、G

össl, RIW
 2016, 473, 

478 ff. 

を
参
照
の
こ
と
。
こ
の
文
献
で
は
、
調
停
案
が
消
費
者
保
護

法
を
ど
の
程
度
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
、
抵
触
法
上

の
特
殊
な
問
題
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

（
39
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、Fleindl/H

aum
er, D

er 
Prozessvergleich, 2016, K

apitel 4 Rz. 61; W
olfsteiner, in: 

M
ünchener K

om
m

entar zur ZPO
, 5. A

ufl. 2016, 

§ 794 Rz. 
21

を
参
照
の
こ
と
。

（
40
）　G

ruber/B
ach, Germ

any, in: Esplugues, Civil and 
C

om
m

ercial M
ediation in E

urope, V
ol. II, S. 176; 

W
olfsteiner, in: M

ünchener K
om

m
entar zur ZPO

, 

§ 796a 
Rz. 8

を
参
照
の
こ
と
。

（
41
）　

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
お
よ
び
ス
イ
ス
に
お
け
る
、
こ

れ
に
相
当
す
る
債
務
名
義
の
執
行
に
つ
い
て
は
民
商
事
事
件
の
裁
判

管
轄
お
よ
び
承
認
執
行
に
関
す
る
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
三
〇
日
の
ル

ガ
ノ
条
約
（A

Bl. 2009  L 147/5

）
が
適
用
さ
れ
る
。

（
42
）　

和
解
所
で
の
和
解
（Gütestellenvergleich

）
に
つ
い
て
の

詳
細
は
、Staudinger, in: Rauscher, Europäisches Zivil­

prozess- und K
ollisionsrecht, A

rt. 58 Brüssel Ia-V
O

 Rz. 6

を
参
照
の
こ
と
。

（
43
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
肯
定
す
る
の
は
、K

oehler/M
üller, in: 

Leible/T
erhechte, 

§ 26 Rz. 38; Staudinger, in: Rauscher, 
Europäisches Zivilprozess- und K

ollisionsrecht, A
rt. 58 

Brüssel Ia-V
O

 Rz. 4 und A
rt. 59 Brüssel Ia-V

O
 Rz. 7. 

こ

れ
に
対
し
て
、
弁
護
士
和
解
の
国
境
を
越
え
た
執
行
力
を
否
定
す
る

の
は
、M

ankow
ski, in: R

auscher, E
uropäisches Zivil­

prozess- und K
ollisionsrecht, A

rt. 1 Brüssel Ia-V
O

 Rz. 
164 f.

（
44
）　A

Bl. 2004 L 143/15.

（
45
）　

民
商
事
事
件
の
管
轄
お
よ
び
承
認
執
行
に
関
す
る
二
〇
〇
〇
年

一
二
月
二
二
日
の
規
則
（N

r. 44/2001, A
bl. 2001 L 12/1.

）。

（
46
）　

多
く
の
文
献
の
代
わ
り
に
、G

ottw
ald, in: M

ünchener 
K

om
m

entar zur ZPO
, 5. A

ufl. 2016, 

§ 722 Rz. 23; Schack, 
Internationales Zivilverfahrensrecht, 6. A

ufl. 2014, Rz. 912

の
み
を
指
摘
し
て
お
く
。
し
か
し
、
解
釈
論
上
（de lege lata

）、

執
行
宣
言
を
肯
定
す
る
立
場
と
し
て
、
た
と
え
ば
、G

eim
er, 

Internationales Zivilprozessrecht, 7. A
ufl. 2015, Rz. 3107.

（
47
）　D

écret N
r.°2015-282 vom

 11. M
ärz 2015. 

こ
れ
に
つ
い
て

は
、A

dam
-C

aum
eil, D

as neu eingeführte Erfordernis 
eines Einigungsversuchs vor Einleitung eines zivilrecht­
lichen Gerichtsverfahrens, RIW

 2015, 673

を
参
照
の
こ
と
。

（
48
）　D

ecreto legislativo N
r. 28 vom

 4. M
ärz 2010, D

ecreto 
legge N

r. 69 vom
 21. Juni 2013. H

ierzu Lupoi, Facing the 
Crisis: N

ew
 Italian Provisions to keep D

isputes out of the 



75

代替的紛争解決に関する国際手続法上の基本問題

Courtroom
, ZZPInt 19 (2014) 95.

（
49
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
上
述
の IV

.2.b

で
言
及
し
た
。

（
50
）　

こ
の
問
題
に
関
心
を
示
す
の
は
、
た
と
え
ば
、E

idenm
üller, 

O
bligatorische außergerichtliche Streitbeilegung: Eine 

contradictio in adiecto?, JZ 2015, 539. 

他
方
、
懐
疑
的
で
あ
る

の
は
、V

erkijk, M
andatory M

ediation: Inform
al Injustice?, 

ZZPInt 11 (2006) 117.

（
51
）　

多
く
の
判
例
の
代
わ
り
に
、BGH

, 23. 11. 2004 – V
I ZR 

336/03, N
JW

 2005, 437, 438 f.; O
LG Saarbrücken, 29. 4. 

2015 – 2 U
 31/14, ZV

ertriebsR 2016, 39, 41

だ
け
を
指
摘
し

て
お
く
。
別
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
契
約
に
よ
る
請
求
の
放
棄
の
場
合

に
、
合
意
に
反
し
た
訴
え
の
提
起
は
却
下
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
ま

ず
、
手
続
は
中
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
見
解
に
賛
成

す
る
の
は
、H

au, T
rierer Festschrift für Lindacher, S. 141, 

148 f.

（
52
）　

適
切
で
あ
る
の
は
、U

nberath, Festschrift von H
offm

ann, 
S. 500, 506.

（
53
）　U

nberath, Festschrift von H
offm

ann, S. 500, 505.

（
54
）　

し
か
し
、
こ
れ
と
異
な
る
の
は
、K

oehler/M
üller, in: 

Leible/T
erhechte, 

§ 26 Rz. 39.

こ
の
立
場
で
は
、
訴
訟
判
決
は

他
の
構
成
国
に
お
い
て
承
認
さ
れ
、
そ
の
地
で
の
訴
え
提
起
は
許
さ

れ
な
い
と
い
う
。

（
55
）　

そ
の
か
ぎ
り
で
、
適
切
で
あ
る
の
は
、K

oehler/M
üller, in: 

Leible/T
erhechte, 

§ 26 Rz. 39.

（
56
）　

同
様
の
立
場
で
あ
る
の
は
、Blobel/Späth, ZEuP 2005, 784, 

813.

（
57
）　

以
下
で
ア
ク
セ
ス
が
可
能
で
あ
る
。https://w

ebgate.
ec.europa.eu/odr/m

ain/?event=m
ain.hom

e.show
.


